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カルテや医療機器が流され、勤務医がいなくなり、外部支援チームの医師により交代で細々運営さ

れていた。 

支所職員にも死者・行方不明者がおり、近親者を亡くした者も多い。自宅の全壊により親戚宅な

ど仮の宿から出勤し、着衣は支援物資からの支給品という者もいる。また、支所職員幹部等は約 1

ヶ月の間、役所に寝泊まりして働いており、疲弊は甚だしい。職員自身が大きな被災状況にありな

がら働く姿は痛々しく、支援者の支援の必要が強く感じられた。 

（2）心のケアチームの活動 

気仙沼市本吉地区の地域精神保健活動は、支所の保健師により精神保健以外の活動とともに行わ

れており、こころのケアチームの活動としては、支所保健師活動を支援する形で、はじめは避難所

支援から徐々に個別の診察や訪問・相談へと活動の中心を移し、その後は、管内の支援者支援、地

域の啓発活動へと向かっていった。 

被災者の多さ、被災の大きさと避難所生活の長さ、ライフラインの復旧の遅れ等から想定される

ことだが、発災後 1 ヶ月半を過ぎたこの時期にも、慢性のストレス状態が心配される方々は多く、

全戸訪問を行った保健師や一般医療から心のケアチームに上がってくるケースは、われわれの滞在

中、継続的に増加傾向だった。また、地元支援者の傷つきや疲弊も大きく、業務の代行や働き方へ

の助言を含めた支援を行った。 

もともと、医療資源は少なく、広大な土地であるため、被災状況では交通手段も整わず、遠方の

医療機関への受診は困難である。したがって、医療中断者に対する中継ぎ的な投薬や、被災後の不

眠、うつ状態、PTSD等について、こころのケアチームの形態でフォローし続ける必要があった。ま

た、5 月以降、避難者の仮設住宅へ入居が進めば、新たな地域ケアの組み立ても必要とされること

が予想された。 

しかし、自治体による派遣の限界はやむなく、4月28日の撤退に心残りを残しつつ、山梨県チー

ムへの丁寧な引き継ぎに意を尽くしたつもりである。 

 

3．活動の中で気づいたこと 

（1）今回の災害特徴―規模の大きさと津波 

被災地に立った誰もが、あったはずの街の消失と瓦礫の山に言葉を失った。規模の大きさは、被

災地住民の「故郷」の喪失を意味した。誰もが大きな被害を受けていることがここでは「当たり前」

という事態は、被災者同士の一体感にもつながるが、悲しみを口に出せない沈黙の苦しみにも通じ

る。我慢強いと言われる東北の人々が、この事態にあってもじっと耐え支え合う姿に我々は大きな

感銘を受けたが、復興へ向けての道のりの長さを思えば、溜めこみすぎることがないかとの憂慮を

感じざるを得ない。 

死者の多さ、しかも、地震による圧死ではなく、津波による行方不明者の多さは特記すべきであ

る。大切な人のご遺体を探して、長期に葬式も出せず、こころに区切りをつけることのできない人々

の悲哀をどのように支えるべきか、こころのケアにとっても厳しい現実だった。災害特徴に応じた
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